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対象とする問題の概要 

 ウガンダでは急速に人口が増加している。2002 年の人口は 2400 万人であり, 1992 年から 2002 年ま

での人口増加率は 3.2%であった。2002 年において, ウガンダの全人口における農村人口の割合は約

88%であり, 農村部における人口が急速に増加していることが分かる。農村部における人口増加は農産

物の増産による耕地の拡大と燃料である薪の採取によって森林の減少を引き起こしている。人口の急速

な増加は, １人あたりの農地面積の狭小化をすすめ, 作物生産の減少と食量不足が発生することも懸念

される。ウガンダ南西部の山岳帯では, 薬用植物の利用が報告されており, 森林の伐採は植物利用にも

大きな影響を与えると考えられる。 

 研究対象地域であるウガンダ南西部の標高は 1,220m から 2,350m の起伏がある高原地帯となってい

る。元より斜面地では, 雨水による土壌浸食, 斜面崩壊や地滑りが発生しやすい問題を抱えている。調

査地では, 斜面地を利用した農業が営まれており, 耕作地の拡大は土壌浸食や斜面崩壊, 地滑りなどの

災害を多く誘発する可能性がある。 

 

研究目的 

本研究の目的は, ウガンダ南西部の高地における住民の農地利用および, 森林を活用した傾斜地にお

ける土壌浸食の在来技術を調査すること, そして人びとの植物利用を明らかにすることである。研究対

象地域であるカバレ県の主な生業はモロコシやトウモロコシ, ジャガイモなどを栽培する農業とウシや

ヒツジ, ヤギの補助的な牧畜がおこなわれている。カバレ県の人口密度は１㎢ あたり 275 人であり, ウ

ガンダ国内において人口の稠密地域といえる。このように標高が高い地域でありながら, 人口が集中し

ており, 山地斜面を利用した農業が営まれている。しかし, 急速な人口増加や都市むけの商業栽培の進

展により近年, 開墾された耕作地の面積が大幅に増加している。本研究では, 傾斜地で住民がどのよう

な農耕を営んでいるのか, 人口稠密地域における土地利用の変遷と地域住民による斜面の土地利用, と

くに森林を活用した土壌浸食の防止策といった自然資源との関連について明らかにする。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

 2014年8月11日から11月8日までの90日間, ウガンダのカバレ県の農村R村にて調査を実施した。

この期間は乾季の終わりから雨季の中頃に相当する。住民の主な生業は農業である。乾季には換金作物

のジャガイモを湿地の畑で栽培し, 雨季には自給用としてモロコシやサツマイモ, マメを斜面地で栽培

している(写真 1)。 
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今後の展開・反省点 

今回の調査では, おもに調査村の概要や土壌浸食の被害, 湿地と斜面地の土地利用について明らかに

することができた。 

調査村において, もっとも大きな問題は村内の経済格差が大きいことである。その要因は, 保有する

耕作地の大きさの違いにあると考えられる。貧困層の子供の多くは学校に通うことができず, 賃金労働

に従事せざるを得ず, 得た賃金を食料の購入に充てている。人口増加によって耕作地が不足する現状に

おける, 土地の売買や相続について細かく調査をすすめていきたい。また, R 村の外へ移出する人につい

ても調査をしていきたい。 

調査地においては, 森林の利用についてはあまり見受けることができなかった。しかし, 人びとは休

耕地からアマランサス( Amaranthus graecizans L. )やオニノゲシ( Sonchus asper (L.) Hill )を摘んで食用に

利用していた。これらの野草利用について, 複数の家庭で調査することと乾季における野草利用のデー

タを収集したい。 

 


